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■�

中
学
生
か
ら
の
一
般
質
問

（
一
部
抜
粋
）

1�

川
崎
光
央
さ
ん
（
３
年
・
八
丁

区

 

「
高
齢
者
が
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ

を
設
置
で
き
ま
せ
ん
か
」

2
本
田
奈
菜
子
さ
ん
（
２
年
・
古

閑
区
）

 

「
歩
道
を
甲
佐
高
校
の
裏
ま
で
延

長
で
き
ま
せ
ん
か
」

3�

田
上
大
晟
く
ん
（
１
年
・
南
三

箇
区
）

 

「
『
花
と
緑
と
鮎
の
ま
ち
』
と
し

て
、
菜
の
花
や
彼
岸
花
ロ
ー
ド

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
」

4�

佐
藤
玲
菜
さ
ん
（
２
年
・
緑
町

区
）

 

「
甲
佐
中
の
旧
プ
ー
ル
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
で
す
か
」

5�

緒
方
亮
斗
く
ん
（
３
年
・
仁
田

子
区
）

 

「
町
全
体
で
、
気
持
ち
の
い
い
あ

い
さ
つ
を
す
る
取
り
組
み
を
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

6�

芳
野
阿
也
さ
ん
（
２
年
・
岩
下

一
区
）

 

「
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

甲
佐
中
体
育
館
に
網
戸
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」

7�

山
下
永
暉
く
ん
（
２
年
・
船
津

区
）

 

「
乙
女
橋
、
安
津
橋
、
緑
川
団
地

前
の
歩
行
者
信
号
の
時
間
を
長

く
で
き
ま
せ
ん
か
」

8�

森
口
晴
加
さ
ん
（
２
年
・
津
志

田
区
）

 
「
熊
本
バ
ス
車
庫
前
と
竜
野
郵
便

局
へ
向
か
う
十
字
路
交
差
点
に

信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
」

9�

甲
斐
夕
貴
さ
ん
（
３
年
・
下
豊

内
区
）

 

「
ア
ユ
の
生
息
環
境
で
あ
る
緑
川

に
、
N
P
O
こ
う
さ
Ｅ
Ｍ
の
会

で
作
っ
て
い
る
Ｅ
Ｍ
菌
を
撒
い

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

⓾�

上
田
真
路
く
ん
（
３
年
・
上
田

口
区
）

 

「
甲
佐
中
体
育
館
に
防
災
用
井
戸

を
設
置
し
ま
す
か
」

��

内
村
春
菜
さ
ん
（
３
年
・
吉
田

区
）

 

「
津
志
田
河
川
自
然
公
園
に
、
町

の
農
産
物
や
施
設
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
大
き
な
マ
ッ
プ
を
設
置
で

き
ま
せ
ん
か
」

��

高 髙田
茉
里
奈
さ
ん
（
３
年
・
緑

町
区
）

 

「
町
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
購
入
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
作
れ
ま
せ
ん
か
」

��
戸

高 髙茉
央
亜
く
ん
（
２
年
・
有

安
区
）

 

「
町
内
に
、
宿
泊
施
設
を
作
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
」

��

藤
田
永
遠
く
ん
（
１
年
・
中
山

区
）

 

「
本
町
は
、
今
後
ど
の
国
と
国
際

交
流
す
る
の
で
す
か
」

��

古
閑
由
里
乃
さ
ん
（
１
年
・
大

町
区
）

 

「
耕
作
放
棄
地
は
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
で
す
か
」

��

澤
田
海
人
く
ん
（
２
年
・
有
安

区
）

 

「
安
津
橋
、
竜
野
保
育
園
・
竜
野

郵
便
局
周
辺
な
ど
に
外
灯
を
設

置
で
き
ま
せ
ん
か
」

　
10
月
18
日
（
金
）
町
議
会
の
議
場
で
、

甲
佐
中
学
校
（
作
田
潤
一
校
長
２
６
７

人
）
の
生
徒
18
人
が
参
加
し
て
、
第
５

回
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
、
本
町
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
町
が
実
施
。
参
加
生
徒

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
森
田
楓
伽
く
ん

（
２
年
・
船
津
区
）
と
山
下
桃
花
さ
ん

（
２
年
・
中
早
川
区
）
が
交
代
で
議
事

を
進
行
し
、
子
ど
も
の
視
点
で
考
え
る

町
の
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
や
提
案
な

ど
が
町
執
行
部
に
出
さ
れ
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た

甲
佐
中
生
徒
に
よ
る
子
ど
も
議
会
を
開
催
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講演会「熊本の伝統文化を活かす」

県

内

の

文

化

や

歴

史

の

発

展

に

つ

い

て

講

演

　

10
月
16
日
（
水
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
25
年
度
甲
佐

町
文
化
協
会
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、「
熊
本
の
伝
統
文
化
を

活
か
す
」
と
題
し
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
甲
佐
町
文
化
協

会
と
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、

講
師
に
熊
本
県
文
化
協
会
会
長
の

吉
丸
良
治
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
。

龍
神
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
の
後
、

参
加
者
約
１
０
０
人
は
、
加
藤
清

正
、
細
川
忠
利
・
重
賢
な
ど
の
治

世
の
下
で
栄
え
た
文
化
や
ゆ
か
り

の
あ
る
建
造
物
、
美
術
品
、
昭
和

期
の
県
内
企
業
の
成
り
立
ち
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
と
歴
史
の
意
外
な
関

係
な
ど
、
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
県
内
の
文
化
や
歴
史
の
発
展

に
つ
い
て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

平成25年度甲佐町文化協会特別イベント

▲本町の文化の１つである龍神太鼓
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